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野上弥生子とバーナード・ショー  
ー『シー ザーとクレオパトラ』一  

田 村 道 美＊  

1   

野上弥生子は大正十二年七月三十一月から同年八月二十三日まで、家族と共に日光湯元温泉で  

一・夏を過ごす。 この夏の避暑地での読書の皮切りとして、弥生子は八月二月に「ゲーテのイフゲ  

ナイア（1）」を読んでいる。これはニケ月ほど前に刊行されたゲーテ作、舟木重信澤『イフヰゲー  

ニエ』（岩波書店、大正十二年五月二十日）であろう。そして、彼女は八月八日から「ショオの  

シイザアとクレオペートラ」を読み始め、同二十二月に読了している。  

八日、朝早くおきてショオのシイザアとクレオペートラをよみはじめる（2）。  

九日 朝から昼までショオ、午後は少しひるねした（3）。  

十日 ショオの一・と幕がすむ。平気によめるからうれしい。何等の困難もない。笑ひ々々おか  

しがりながらよめる（チ）。  

十四日 シヨ、－を少しよみ（5）。  

十五日 午前ショオの二幕までよみ終える。午後はそれを兄さん［夫豊一・郎のこと一筆者注］  

の前でよむ。先によんでゐたところは字をひどく忘れ［て］ゐるのにおどろく。しかし意味は  

余りあやまらないでとれる（6）。  

十七日 午前は例によりショが7）  

十八日 ショオの三幕目読了、この幕はきつとやんやといふ喝采を博するものだらうとおもふ。  

帝劇などでやるときつとよいとおもふ（8）。  

十九日 読書はショオ（9）。  

ニ十二月 ショオがすむqα。   

「ショオのシイザアとクレオペートラ」とは英国劇作家ジョージ・バーナード・ショー  

（GeorgeBemardShaw，1856－1950）の『シーザーとクレオパトラ』（CbesarandCleqpat772，  

1901）のことであろう。十日の日記に見える「平気によめるからうれしい。」や十五日の「意味は  

余りあやまらないでとれる。」から、彼女がこの戯曲を原書で読んでいることが分る。弥生子は  

四十代前後の時期にも、英語の力が衰えないようにと、避暑地で英語の書物を読むことを自分に  

課していたようである。たとえば、昭和三年八月二十日の日記に弥生子は「ふだんは執筆やその  

他の読書に時間をとられて原書でゆつくりよむひまを持たないから、せめて夏休み中は必ずとも  

何か一・冊よみ破る習慣を失ってはならない㌔」と記している。そして、この年の真には、ショー  

の『シーザーとクレオパトラ』を原書で読むことにしたようである。彼女がこの作品を選んだの  
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は夫豊一・郎に一・読を勧められたからであろう。豊－・郎は大正十二年七月以前に、「彼はなぜ彼女  

の亭主にうそを吐いたか」（『自由講座』、大正二年六月十五日一七月二十一月）や『結婚論』（新  

潮社、大正六年十二月十五日）を訳したり、「バアナアド・ショウの恋愛観」（『新潮』、大正四年  

ママ 十一月一月）や「性は無人格である－シオの性に関する意見」（『新小説』、大正十年一・月一月）  

などの評論を書いている。それ以後も、『聖ヂョウン』（第一・書房『近代劇全集』第三十九巻「英  

吉利篇」、昭和五年十二月十日）を訳したり、評伝『G．BlShaw ショー』（研究社英米文学評  

伝叢書72、昭和十年三月十五日）などを著しているqカ。   

弥生子は十日の日記に「ショオの一・と幕がすむ。平気によめるからうれしい。何等の困難もな  

い。笑ひ々々おかしがりながらよめる。」と記しているが、これは『シーザーとクレオパトラ』  

の第一・幕では五十二歳のシーザーと十六歳のクレオ・バトラの出会いが滑稽な筆致で措かれている  

ためであろう。   

月夜の砂漠の中にスフィンクスが賛えている。そのスフィンクスを見上げながら、シーザーは  

「おれはお前が象徴してゐる人間だ㈹」と話しかける。そのスフィンクスの胸の所に十六歳のクレ  

オパトラが眠っている。彼女は恐ろしいローマ軍がエジプトに攻め込んで釆たと聞いて、怖くなっ  

てスフィンクスのところへ避難したのであるが、いっの間にか寝入ってしまったのである。しか  

し、スフィンクスに話しかけるシーザー・の声で目が覚める。彼女はこの男がシーザーだとは露知  

らず、ローマ人に見つからないうちに、自分のいる所まで上がって来るようにと言う。シーザー  

は言われた通りクレオ・バトラのところへ来る。そして、二人の間で次のような滑稽なやり取りが  

交わされる。  

「ね、ローマ人ってみんな長い鼻で、象牙のような牙があって、尻つぼがあって、手が七つ  

あって、一つ一つに百本づゝ矢を持って、それで人間を食べるのだって。」   

「クレオパトラ、お前おれの顔が見えるかい。」   

「見えるわ。月のやうに白いわ。」  

「おれの顔がエヂプト人より白いのを月のせいだと恩ふかね。ぢや鼻はどうだ。これがロー  

マン・ノーズ（ローマ人型の鼻）と云ふのだ。」  

クレオパトラは．喫驚して、スフィンクスの肩を廻って砂上に飛びおり、かう叫びながら祈り  

ます。   

「スフィンクス、あの男を二つに噛み切って下さいq心。」   

上の訳は、弥生子が昭和十三年五月⊥月発行の『婦人之友』に発表した「近代劇物語、バーナー  

ド・ショウ作「シーザーとクレオパトラ」」から引用したものである㈹。この箇所にあたる原文は  

次の通りである。   

CAESAR．Why？Are you afraid ofthe Romans？   

CLEOPATRA［veYySe7iously］Oh，theywouldeatusifthey caughtuslThey ar’e  

barbarians．Their chiefis calledJulius Caesar．His father was a tiger and his  

mother a burningmOuntain；and his noseislike an elephant’s trunk［Cbesar   
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tusks，andlittle  

tails，andsevenarmswithahundredarrowsineach；andtheyliveonhumanflesh・  

CAESAR．Would youlike me to shew you a realRoman？  

CLEOPATRA［ierrihd］No．You are frighteningr me 

CAESARいNo matter：thisis only a dream－   

●●●●●●●●●●●●●   

CAESAR［asihe conviとti－on thathe怨reallyawakejbYCeSitseqon hi’m］ Cleopatra：  

Can yOu See my face well？  

CLEOPATRA。Yes．Itis so whitein the moonlight．  

CAESAR。Ar・e yOu Sureitis the moonlight that makes melook whiter than an  

long nose？  ［GYi’mly］Do you notice thatIhave a rather  EgyPtian？  

CLEOPATRA［ncoili吻PaYalysedbγa terriblbsuspi’cion］Oh！  

CAESARItis a Roman nose，Cleopatra．  

CLEOPATRA．Ah！［With apibrcingscYeamShe坤rings b4）；ddyis round娩e雛shouhibr  

′！／抽 サ／〃〃l－、ヾル／，ノ／／－J・、′J′一汗ノ／／・一／／．・＼・川・／、・′′／′／／ごJ／／‥一・／／Jり●∴い・、＝ノ〉｝．・JJ／／－・ヾ小／直…／い〃、  

Bitehimin two，Sphinx：bite himintwo㈹ （アンダーラインは引用者）   、ゾ〃・れ∴ソ〃ぐ－  

上の原文を一・読すれば明らかなように、ショーの『シ・－ザーとクレオパトラ』はきわめて平易  

な英語で書かれている。弥生子が八月十日の日記に「平気によめるからうれしい。何等の困難も  

ない」と記している所以である。また、筆者がアンダーうインを施した部分が弥生子の訳してい  

る箇所である。原文と訳文とを照らし合わせてみると、弥生子の訳は概ね正確であるといえよう。  

ただし、誤訳が二層所ある。一つ－は「月のように白いわ。」である。原文“Itissowhiteinthe  

moonlight．，，の‘inthemoonlight’は「月の光を浴びて」、或は「月明かりの中で」という意味  

である。したがって、この文を訳せば「あなたの顔は月明かりでとても白く見える。」となる。  

クレオパトラはシーザーを自分と同じエジプト人と思い込んでおり、その顔が白いのは月明かり  

のせいだと考えている。だからこそ、シーザーは「おれの顔がエヂプト人より白いのを月のせい  

だと思ふかね。」とクレオパトラに問いかけたのである。もう一つの誤訳は「砂上に飛びおり」  

である。‘scr・ambles down to the sand’は「砂上に這い下りる」という意味である。いくら恐  

怖に駆られたからといって、十六歳の少女が巨大なスフィンクスの肩から砂上に「飛び下りる」  

というのは無理であろう。   

なお、この第一葛で最も「おかしな」場面は、単純で臆病なクレオパトラを女王に相応しく振  

舞わせようとするシーザーの最初の試みが成功を収めるシーンであろう。すなわち、クレオパト  

ラがシーザーという虎の威を借る狐よろしく、それまでその言いなりになっていた乳母頭のフタ  

タティータに、高飛車な態度で部屋を出て行くように命じたあと、それだけでは気がおさまらず  

蛇の皮でフタタティータを鞭打とうとする場面であろう。   

弥生子は十八日の日記に「ショオの三属目読了、この幕はきっとやんやといふ喝采を博するも  

のだろうとおもふ」と記している。第三幕はシシリア人貴族で芸術家でもあるアポロドラスがク  

レオパトラに献上するための絨毯を持ってアレキサンドリアの宮殿を訪れるところから始まる。   
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一方、クレオパトラはファロス島の燈台で孤立していろシーザーのところへなんとかして行きた  

いと考えているが、ローマ人の哨兵がファロス島へ渡る許可を与えてくれない。そこで彼女は一・  

計を案じて、アポロドラスの持参した械毯の中に身を隠してまんまと同島へ渡ることに成功する。  

しかし、エジプト人に包囲されているシーザーには、クレオパトラのこの無邪気な冒険を喜ぶだ  

けの心の余裕はない。彼にはこの窮地からどう脱すべきかということしか念頭にないからである。  

その時、アポロドラスが沖の方に味方の艦隊の船影を認める。アポロドラスはその戦艦まで泳い  

で行って、そこから救助のボートを送って寄越すために、海の中に飛び込む。それを見て、シー  

ザーはアポロドラスに続いて海に飛び込もうとする。ローマの士官ルフィオはシーザーにもしも  

のことがあってはと引き止めようとするが、シーザーはルフィオの忠告に耳を貸そうとしない。  

一方、泳げない自分はどうなるのかと問うクレオパトラに、シーザーは背中にのせて戦艦まで連  

れて行ってやると答える。  

クレオパトラ だって私は！私は！！私は！I！私はいったいどうなるの？  

シーザー  私はあなたをイルカのように、戦艦まで背中にのせて運んであげるよ。ルフィオ、   

私が水面へ浮き上るのを見たら、この人をはうりこんでくれ。この人は引きうけたよ。その   

あとから、君たち二人もとびこむんだ。  

クレオパトラ いやよ、いやよ、いやよ。私、溺れ死にをしてしまうわ。  

（中略）  

シーザー （海のむこうへ大馨で）おーい、アポロドラス。（彼は空を指して、舟唄の文句を   

引用する）  

高い青空うく白雲は－  

アポロドラス （遠方で泳ぎながら）  

みどり野に咲くゆかり色  

シーザー  （得意古手なって）やあやあ！（海へとびこむ）。  

クレオパトラ （興奮して階段に走りより）ねえ、見せて。あの人溺れるわよ。（ルフィオ彼   

女を捕える）まあ－まあ－まあ！（彼は叫んでいる彼女を海へ投げこむ。ルフィオと   

ブリタナスどっと笑う）。 

ルフィオ （彼女の後を見おろして）シーザーがとっつかまえた。（ブリタナスに）この防塞   

を守るんだよ、ブリトン人。シ・－ザーはお前を忘れはしない。（彼はとびこむ）。  

ブリタナス （階段まで駆けつけて、彼らの泳ぐのを見守りながら）みんな無事ですか、ルフィ   

オ？  

ルフィオ （泳ぎながら）みんな無事だよ。  

シーザー・ （はるか彼方を泳ぎながら）上の方の燈毒へ避難して、落し戸に薪をっんでおけ、   

ブリタナス。  

ブリタナス （大著で答えて）まず第一・にそうしておいて、それから私の囲の神々に祈りましょ   

う。（海の方から歓呼の馨。ブリタナス思い切り興奮して）ボートがシーザーのところまで   

漕ぎ着けた。ヒップ、ヒップ、ヒップ、フレー！m   
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弥生子が「この幕はきつとやんやといふ喝采を博するものだらう」と日記に記しているのは、  

上の場面、五十余歳のシーザーがイルカのように十六歳のクレオパトラを背中に乗せて味方の戦  

艦まで泳いで行くという愉快な場面があるためであろう。なお、引用の最後でブリタナス［古代  

ブリトン人で、シーザーの秘書官を務める。現代のイギリス人を諷刺する目的でショウが創り出  

した架空の人物n沙］は「ヒップ、ヒップ、ヒップ、フレー！」と叫ぶが、この“hip，hip，hip，  

hurrah！卿”は『オ■ックスフォード英語大辞典』によれば十九世紀前半頃から使われ出した応援  

の掛け声であるという。ショーの『シーザーとクレオパトラ』には意図的な時代錯誤が至るとこ  

ろに見られるが、この「ヒップ、ヒップ、ヒップ、フレー！」もそのような時代錯誤の一つであ  

ろう。紀元前の人間であるブリタナスが興奮の余り思わず「ヒップ、ヒップ」と叫び出すのを聞  

いて、イギリス人観客がどっと大笑いするであろうことば想像に難くない。  

2   

大正十二年八月二十四日、フランク・ヴェデキントの戯曲『春の目ざめ』の改訳を仕上げてし  

まうまで日光湯元温泉に留まるという夫を残して、弥生子は息子たちと共に帰京する。それから  

－・週間後の九月一月の十二時頃、関東大震災が起こる。その日の日記によれば、弥生子は息子た  

ち三．人を連れて近くの日暮公園に避難したという。しかし、地震の揺れはおさまらず、火事があ  

ちこちで起こっているため、その夜は同公園に野宿す－ることにしたらしい。このときの火事の詳  

しい様子や弥生子がそれを見てどのような感想を抱いたかは同年十月一月発行の『改造』第五巻  

第十号に掲載された「燃える過去」と題する文章によって知ることができる。   

大正十二年九月－・日の午後二時過。あの恐ろしい地震を近所の小さい公園の中に避けてゐた  

私たちは、西南の方に当って二三の爆音を聞いたと恩ふうちに、今まで正面の空一・杯に立ち塞  

がってゐた彪大な雲の峰一夜に入ると共に、これは下町のもの懐い火焔の姿を現はしたので  

あるが－とは別な黒煙を千駄木の森越しに認めた。本郷の大学が燃えてゐるのだと云うこと  

が分った頃には、私たちの頭の上には盛んに灰が降って釆た。灰の中には多くの紙片が交って  

飛んで釆た。よく気をっけて見るとそれは書物の燃え屑らしかった。黒く焦げてはゐるけれど  

も、或る紙片の表には明らかに古本らしい印刷の文字が読まれた。ラテン語の燃え屑を拾った  

人もあった。私たちは図書館が焼けつつあることを躾て知った。   

「知識の宝庫が燃えてゐる。」   

少しでも書物を愛することを知ってゐる者は、戦懐なしにそれを見ることは出来ない筈であ  

る。私は目の前の空に流るゝ煙を眺めながら頑に降りかゝる灰と、絶えず起る地震の中で、様々  

なことを考へ続けた。私は五六日前までゐた日光の山の中で毎日楽しみにして読んだ書物の－・  

つの中に、恰度今日前の光景と同じ場合を措き、且つ、その貴重な焼失物に対して独得の果断  

な解釈を与えてゐたことを思ひ出した。それはバーナード・ショオの戯曲で、アレキサンドリ  

アの図書館の火事に際する、シーザーと王トレミーの師、シオドタスの対話であった。私は地  

震と火事の騒ぎがやつと静まって、久しぶりに自分の机の前に座った時、その対話の下に記念  

のために線を引いた。それは斯うである。－   

シオドタス  みんな焼けてしまったのです。シーザー、あなたは書物の価値も分らない野   
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蛮な軍人として後代に示され度いのですか。   

シーザー  シオドタス、わたしだって著作者だ。が、エジプト人は一・にも書物、二にも書  

物で酔生夢死の生涯を送るよりは、自分たちの本統の生活をする方が大事だ。  

不朽の書物は十世紀にやつと一冊きり出来はしません。  

その書物だって人類に役立たなくなれば焼かれるだろう。   

歴史がなくなれば、死はあなたを一兵卒の槙に寝かせますよ。  

死はどんな時だってそうなのだ。わしはそれ以上の墓を求めはしない。   

其処に焼けてゐるのは人類の記憶です。  

恥づべき記憶だ。燃えるがよい。   

あなたは過去を滅ぼす積りですか。  

なに、その廃墟で未来を建設するのだ。だが、聞き給へ、シオドタス、君と云  

シオドタス   

シーザー   

シオドタス   

シーザー   

シオドタス   

シーザー   

シオ■ドタス   

シーザー  

ふ人はポンペイの首をば羊飼が一層の玉葱を買ふはどにも買はなかった癖に、間違ひだらけの、  

けちな羊皮のために、老の目に涙をためてわしの前に脆く。だが、わしはただの一人もバケツ  

ー林の水もそのために貸しはしない…・闘   

弥生子は東大の図書館が燃えているのを知ったとき、「知識の宝庫が燃えてゐる」と戦懐を覚  

えたようである。そして、頑に降りかかる書物の灰を呆然と眺めながら、日光湯元温泉で読んだ  

『シーザ、－とクレオパトラ』の中に描かれている世界七不思議の一つであるアレキサンドリア図  

書館炎上の場面を思い起こしていたようである。『シーザーとクレオーバトラ』第二幕の終り近く  

で、アレキサンドリア滞在中のシーザーはローマ占領軍の指揮官アキラスがエジプト人と共謀し  

て、謀反を起こしたとの知らせを受ける。シーザーは西の港に停泊している自軍の船を焼き払う  

よう命じる。間もなくトレミーの博育係で学者のシオドタスが血相を変えて飛び込んで来る。ロー  

マ軍の船の火が燃え広がって、アレキサンドリア図書館に燃え移ったというのである。図書館の  

火事を消し止め、貴重な蔵書を救ってはしいというシオドタスの嘆願に、しかしながら、シーザー  

は関心を示さない。今は消火に人手を割け■ないという事情にもよるが、それ以上に興味深いのは、  

シーザーの書物に対する考え方である。彼は書物よりも実際の生活を、過去よりも未来を建設す  

ることに大いなる関心を寄せている。そして、過去の叡智の宝庫たるアレキサンドリア図書館が  

炎上するのを目の当たりにしながら、「燃えるがよい。」と冷然と言い放つ。このシーザーの言葉  

の中に弥生子は作者ショーの「独得の果断な解釈」を読み取ったのであろう。   

弥生子が「燃える過去」の最後で引用しているシーザーとシオドタスの会話は原文では次のよ  

うになっている。   

THEODOTUS［unable to behbvehissenses］ All！Caesar・：Willyou gO down to  

posterltyaSabar・baroussoldier・tOOlgnOranttOknowthevalueofbooks？   

CAESAR Theodotus：Iam an author myself；andItellyouitis better that the  

Egyptiansshouldlivetheirlivesthandreamthemawaywiththehelpofbooks 

THEODOTUS［kneeli7qg，Withgtmuineliiem－73，emOti’on：ihepassibn qfihdPeddnt］  

Caesar：OnCeintengenerations ofmen，theworldgalnSanimmortalbook 
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CAESAR［i7qPex：i’ble］Ifitdidnotflattermankind，thecommonexecutionerwould  

burnit 

THEODOTUS．Without history，death willlay you beside your meanest soldier 

CAESARいA shamefulmemory‖Letit burn 

THEODOTUS［mi’ldb）］Willyou destroy the past？   

CAESAR．．Ay，and build the futur・e Withits mins一［771eOdohLS，in勧ir，  

himseqoniheienqi）les wiih hiよ．Psts］．．But har・ken，Theodotus，teaCher of kingS：yOu  

WhovaluedPompey’s headno more than ashepherd values an onion，and who now  

kneelto me，With tear・Sin your old eyes，tO Plead for a few sheepskins scrawled  

Witherror・S．Icannot spare you a man or a bucket of water］uSt nOW；…¢カ   

原文と訳文とを照らし合わせてみると、弥生子はショーの平易な表現を概ね忠実に再現してい  

ると言えよう。気になる箇所といえば、「十世紀」と「人類に役立たなくなれば」の二箇所であ  

る。‘a gener・ation’とは一世代、約三十年間の期間を指すから、‘ten generations’を十世紀と  

訳すのは正しくない。ただ、十世代と訳すとそれがどれ位の期間を表すのか読者には必ずしもピ  

ンとこないかもしれないと考えたため、さらには、不滅の書物はそう簡単に生れるものではない  

ことを強調するために意識的に十世紀を用いたのかもしれない。‘flatter’は「お世辞をいう」、  

「おべっかをいう」という意味である。これは‘generation’同様、基本的な単語でその意味を  

取り違えるはずはないと思われるのであるが、弥生子は‘not flatter’を「役立たない」と訳し  

ている。弥生子はショーの措くシーザーを「政治家としては英国紳士の如く事務家¢り と捉えて  

いる。そのような人物の考え方をここに読み取り、人焦に役立たない書物は焼かれて当然と言わ  

せているのであろうか。或いは、その後に続く‘the common executioner’の意味がよく分か  

らず、それを訳出しないですませるために先のような訳を考え出したのかもしれない。   

手許にある山本修二渾『シーザーとクレオパトラ』（岩波文庫、昭和二十八年五月二十五日）  

を見ると、‘Ifit did not flatter mankind，the common executioner would burnit…’は  

「それが人類におべっかを使っていないと、やくざな執行吏がそれを焼いてしまうだろう¢∂。」と  

訳されて－いる。山本氏は‘common’を‘low－Class，Vulgar，unrefined㈹’の意に解されているよ  

うである。しかし、‘the common［public］executioner’ないしは‘the common hangman’  

とは死刑囚の首を別ねたり、絞首刑に処したりする役人のことである。たとえば、シェイクスピ  

アの喜劇『尺には尺を』（几紘鮎㈲柁。舟γ凡才βαざ〟柁）の第四幕第二場で、典獄がボンピーに向かっ  

て“Hereisinour・Prisonacommon／executk）ner，Whoinhisofficelacksahelper㈹．’’  

と言う場面ある。平井正穂訳では「この監獄には死刑執行人が一人はいるんだが、仕事をやるの  

に助手がいるといっている拍。」、小田島雄志訳では「だがこ．の監獄には執行人は一人しかおらず、  

手がたらんのだ銅。」となっている。『オックスフォード英語大辞典』によれば、この‘common，  

は‘of or・belonglngtO the communlty atlarge，Or・tO a COmmunity or corporation；  

public㈹’の意である。しかし、この‘common’は訳しにくいし、また無理に訳出しようとす  

ると妙な日本語になってしまう。平井・小田島両氏がこの語を訳出していないのはそのためであ  

ろう。   
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『オックスフォPド英語大辞典』で‘hangman’の項を見ると‘A man whose officeitis  

tohang condbmned PersonS；alsomor・egenerally，aneXeCutioner，atOrturer，raCker 

Commonha喝nWn，the public executioner’とある。この定義からも‘the common  

［public］executioner，は‘thecommonhangman’と同じ意味の語であると考えて間違いな  

いであろう。この‘the commonhangman，がシェイクスピアのロマン劇『ペリクリーズ』  

（薫戒cお）の第四幕第六場のボウルトとマリーナのやり取り中に二度出てくる。   

Boult．Imust have your maidenhead taken off，Or the common hangman Shall   

excuseit．   

●●●●●●●●●●●  

Mari’na．Do any thing   

But this thou doest 

Serve byindenture to the common hangman¢窃 

おごしかずそう   
御輿員三氏はこの場面のボウルトとマリーナの科白をそれぞれ「その生娘とかいうやつと別れ  

てもらおうってわけよ。それとも、首切り役人に頼んで、首と胴体と別れてもらおうか。」、「い  

まの仕事でさえなければ／どんな仕事でもいいではありませんか。／・・・首切り役人の弟子入  

りでもなんでも／いまの仕事よりはずっと増しですβq。」と訳されている。また、小田島訳では  

「おめえがその処女の操とやらにおさらばするところにさ、なんなら首斬り役人に頼んで、おめ  

えの首が胴体とおさらばするところだっていいんだぜ。」、「なんでもいいわ、／いまの仕事以外  

のことなら。／‥・首斬り役人の見習いだって／いまよりはるかにましだわ糾。」となってい  

る。御輿・小田島両氏の訳語「首切［斬］り役人」にも、やはり‘common’は訳出されていな  

い。また、名著『フランス革命の省察』の著者エドマンド・バーク（EdmundBurke，1729－97）  

の『植民地との和解決議の提案に関する演説』（薫物犯ゐα柁几ねわ■昭卜熱劉清適0∽．カγCo乃－  

cilidtiron wi’ihAmerica，1775） の中に‘Did they burTlit by the hands of the common  

hangman？鋤，という文があるが、中野好之氏はこれを「彼らはそれを絞刑吏の手によって焚書  

にしたか？βりと訳されている。この「絞刑吏」という訳語もなかなかの苦心作と思われる。   

ところで、ここで注目したいのは、今例に挙げたパークの一文が示すように，首切り役人は焚  

書の刑も行っていたらしいということである。次の三つの例を見られたい。最初の例は『チェイ  

ンバー ズ英語辞典』錮、あとの二つは『オックスフォード英語大辞典』からのものである。いず  

れも原書が手許にないので、引用箇所の前後関係が不明であるが、参考までに拙訳を付した。  

Ⅰ，d not bate one nail，s breadth ofthe honest truth，thoughIwere sur・e the whole  

editionofmyworkwouldbebought up and burnt by the common hangman Of  

Conneticut Irvi7qg，Knickerbocker，P．219 

（私の作品のすべての版がコネティカット州の首切り役人に買い占められ焼かれるであろうこ  

とは間違いないと思っていたが、私の作品がまぎれもない真実を語っていることを撤回するつ  

もりは毛頭なかった。）   
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1647IJARENDON Lhよi．Reb．II，．§51APaper…aVOWedto containthematter ofthe  

Tr・eaty，WaS burned by the Common Hang－man  

（その条約の問題に触れていることを明言している書類は首切り役人によって焼かれた。）  

1849MACAULAY助t．Ehg．止．Ⅰ。175 The Commons began by resolving…that the  

Covenant should be burned by the hangmanin Palace Yard 

（下院議員連は手始めに、宮殿の中庭で首切り役人にその誓約書を焼かせるべきであると決議  

した。）   

以上の例から、首切り役人が焚書の刑を執行していたことが分かる。それがいっごろまで行わ  

れていたかは不明であるが、少なくともショーがこの事実を知っていたことは明らかである。そ  

して、ショーが‘Ifit did notflattermankind，thecommonexecutioner・WOuldburnit．’  

の一・文で言わんとしていることば、「不滅の書物などといっても、人間たちに娠びるようなもの  

でなければ、死刑執行人がそれを燃やしてしまう。」ということではないだろうか。さらに敷桁  

すれば、「大衆は不滅の書物などに関 心はない。彼らは自分たちの心をくすぐるような本にしか  

興味がない。だから、それ以外の本はいかに貴重であっても、死刑執行人がそれらの本を燃やし  

てしまうのだ。」ということではないだろうか。筆者の解釈が正しければ、ショーは書物を無闇  

に有り難がる学者と自分たちの御機嫌をとってくれるような本にしか興味を示さない大衆に対す  

る二重の皮肉をこの一文に込めていると考えられる。  

3   

日光湯元温泉で『シーザーとクレオ・バトラ』を原書で読んでからはぼ半年後の大正十三年三月  

二十二月、弥生子は「プルクーク」で「シ、－ザー」を読み、日記に次のような感想を記している。  

プルクークはシーザーとデメトリユースをよんだ。あの書き方だとシーザーがいかにも殺され  

ても仕方のない野心家だといふ気がす－る。ショーのシーザーと比較しておもしろかった。而し  

てショーが用ゐた材料がすつかりそのまま出てゐるのもー・興であったβ尋。   

拙稿「野上弥生子と「世界名作大観」（二）－『プルターク英雄侍』第一・巻－」でその根拠を  

示したように、弥生子がこの日読んでいる「プルターク」とは国民文庫刊行合の最初の翻訳叢書  

「泰西名著文庫」の一つとして刊行されたプルターク著、高橋五郎謬『プルクーク英雄侍』第一・  

巻（大正三年九月十五日）であろう¢◎。弥生子は．「あの書き方だとシーザーがいかにも殺されて  

も仕方のない野心家だといふ気がする。」と記しているように、プルタークは「ジウリアス、シー  

ザル侍」の前半でシーザーがローマの共和制転覆を目論む野心家であったことを強調している。  

たとえば、シセロはシーザーのそのような政治的野心を逸早く見抜いていたという。  

羅馬の法廷に於ける群論に由て、シーザルの能群は忽ち著大なる信用と賞讃を博したが、彼は  
やはらか くわんしん  

又其態度の愛嬢に富んで胎和なるを以て羅馬人民の健心を収摸した、是れ彼は其態度上に年齢  

に似合ぬ機韓と穫譲を現したからである。同時に彼は門戸を開放して、公衆を其食卓に歓迎し、   
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盛宴を張って天下の志士を饗應したので、次第に其勢力を政治界に按むるに至った。シーザル  

そ の敵たる人々は、彼が勢力の勃興を蔑視し、升は黄金の鳴きると同時に忽ち地に落ちる種類に  
過ぎぬと臆断したが其間に彼が威望は日に月に鬱々として民衆の間に膨張しつつあった。シー  

ザルの勢力終に確立して、最早動かすべからざるものとなり、今や公然羅馬の政嘘を一・愛しや  

うとする勢を示すに及んで、政敵輩は或に始めて目が醒めたが、時は既に晩かった。彼らは愕  

はじめ 然として語った、初螢は如何に微々たるにもせよ、努めて倦まざれば、必ず大を成すであらう、  
危険を最初に軽んずるは、之をして最後に不可抗的なる者と成らしめる所以であると。   

さすがにシセロは第一・番にシーザルの此温和謙譲なる態度の中に政治的大野心の新芽を看破  

し、其莞爾たる微笑の裏面に危険極まる覇気の潜みをるを端侃した。即ちこの雄禅家は言った、  

『我は彼が凡て企囲し、計嘉する所の中に墜制家の爪牙を聾見する、然しながら彼が一・本の指  

を以て其髪を奇麗に整へながら客に接するを見る時には、斯る人が羅馬共和国を覆へさうとい  

ふ最も危険なる謀計を懐いてゐやうとは、夢にも思はれぬ』と銅。   

弥生子は大正十四年八月十七日、避暑先の千葉県鵜原で「世界名作大観」第二部（各国篇）附  

録第一・巻、高橋五郎詳・幸田露伴補筆並評『プルクーク英雄侍』第一・巻（国民文庫刊行合、大正  

十四年七月三十一月）で、「アレキサンデル大王侍」と「ジウリアス、シーザル侍」を再読し、  

シーザーについては「臭傑らしい匂ひが少年時代からしてゐる。手腕の偉大には敬服するが、ポ  

リシーのみで、ちっとも純真な美しさがない。殺されるのは無理もないらしくおもはれる㈹。」  

と、「泰西名著文庫」版で読んだときと同様の感想を記している。また、弥生子は大正十五年八  

月十五日から十九日にかけて、十和田湖畔の青森県宇樽部の東湖館で、「世界名作大観」版『プ  

ルターク英雄侍』第二巻（大正十五年三月五日）を読んでいる。十九日には共和制の転覆を計る  

シーザーと敢然それを阻止しようとするカトーの剛直な姿が対照的に措かれている「少カトウ侍」  

の後半部を読んで、「小カトオ・をよんでゐるとシーザーをますます臭雄とおもはれるβ9。」と、シー  

ザーが泉雄であると甲印象を一層強めている。このように、弥生子が『プルター・ク英雄停』第一・  

巻と第二巻で「シーザル侍」や「少カトウ侍」を読む度に、シーザーを「野心家」「臭傑」「臭雄」  

と呼んでいるが、これは『プルクーク英雄侍』中のシーザーと『シーザーとクレオパトラ』の中  

でショーが措いているシーザーとがひどく異なっていると思われたためであろう。   

弥生子はバーナード・ショ、－の措くジュ リアス・シーザーを「政治家としては英国紳士の如く  

事務家であり、戦場では勇士より計略家であり、個人としては虚栄心の強い、子供っぽいところ  

のある，お世辞好きな、滑稽を解する、近代的な文化人㈹」と分析しているが、そのようなシー  

ザー像とは対照的なシーザー像を『プルクーク英雄侍』中に見出して、「比較しておもしろかつ  

た」のであろう。また、弥生子は大正十三年三月二十二月の日記に「ショーが用ゐた材料がすつ  

かりそのまま出てゐるのもー・興であった」と記しているが、「シーザル侍」中のクレオパトラに  

関する部分を見ると、たしかに、ショーが利用したと思われる箇所を見出すことができる。たと  

えば、クレオパトラがアポロドラスが贈物として持って来た絨毯の中に隠れてシーザーのもとに  

行くというエピソードは次の箇所を参考にしたのであろう。   
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内親王クレオパトラは唯一人の忠僕シシリ人アポロドラスを従へて、一小舟に乗込み、薄暮  

ころはきうゐ の比ひ宮城の近くに上陸した。彼女は人に見露はされずに宮閏に入るこ．との難きを見て、白か  
たけこり ら毛布に包まった、而してアポロドラスは之を身長に結ひ、一・梱の荷物の如く背負ひて城門に  
入り、進んでシーザルの居間に至った。シーザルは先ずクレオパトラの此大脇なる機智に心を  

奪はれ、後には彼女の談話の嫡艶なるに深く魅せられ、遂に彼女と其兄王との間を和解せしめ、  
ともエヂプト  

彼女をして其兄と借に填及に並び立たしむる事と定めた㈹。   

また、エジプト軍に包囲されたシーザーが海に飛び込み、クレオパトラを乗せて艦船まで泳  

いで行く場面は、次の箇所をヒントにしたのであろう。   

ファロス島のはとりで戦を交へてゐた時に、シーザルは我兵の危急を救はうとて防波堤より  

一少艇に飛こむ折しも、填及兵四方より攻かゝって来たので、海中に飛こみ、辛うじて泳ぎ去  

った。此時シ・－ザルは一凍の貴重書類を持ってゐたので、それを濡らしてはならぬと、片手に  

て水の上に差畢げ、片手にて泳いだ。シーザルが水に飛こんだのは畢貴幸甚であった。何故か  

といふに、シーザルが飛去って後、其船は忽ち沈んでしまったからである㈹。   

ただし、『プルタ・－ク英雄博』の「シーザル樽」がショーの『シーザーとクレオパトラ』の粉  

本であると弥生子が考えているとすれば、それは必ずしも正確ではないようである。『プルター  

ク英雄樽』の「シーザル侍」（一三九頁から二周二長）中でクレオパトラに関する記述が占める  

真数はわずか三貢（ニー・一・頁からニー三頁）にすぎない。しかも、そこに記されている幾つかの  

逸話はショーの『シーザーとクレオパトラ』第三幕中に措かれている事柄に限定されている。山  

本修二氏によれば、『シーザーとクレオパトラ』の主たる粉本はドイツの歴史家モムゼンの『ロー  

マ史』であったという㈹。  

4   

ショーの『シーザーとクレオノヾトラ』を原書で読んでからほぼ十五年後の昭和十三年、弥生子  

は同年五月一月発行の『婦人之友』第三十二巻第五号に『シーザ・－とクレオパトラ』と題する作  

品を発表している。この作品は『野上禰生子全集』第Ⅱ期第二十巻「翻訳三」（一九八七年）の  

最後に収められている。同全集の頁数で言えば、この作品は四七六貫から四九三頁までの二十真  

に満たない短いもので、厳密には翻訳ではなく翻案である。その構成を見ると、四七六頁から四  

上土頁の十行目までが序文にあたる。四上土頁十こ行目から四八○頁一行目までが原書の「プロ  

ローグ」［この作品には二つのプロローグーー八九八年と一九一二年－があるが、弥生子は前者  

によっている］にあたり、四八○頁三行目から四八七頁十行目までが第一葛、次いで四八七貢十  

二石目から四九○頁三行目までが第二農、四九○亘四行目から十三行目までが第三幕、四九○頁  

十五行目から四九一眉五行目までが第四幕、四九一・貢七行目から四九三頁八行目までが第五幕に  

あたる。したがって、弥生子の『シーザーとクレオパトラ』の半分以上が原書の第一常にあてら  

れている。その理由は大正十二年八月十日の日記に記されている「ショオの一・と幕がすむ。（中  

略）笑ひ々々おかしがりながらよめる。」という感想に求めることができるであろう。つまり、   
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五十二歳のシーザーと十六歳のクレかヾトラの滑稽な出会いや、シーザーの後楯を得てフタタティー  

タに仕返しをしようと殴りかかる場面などが愉快で、弥生子はそれらの滑稽な場面を読者に紹介  

したくて長くなったのであろう。また、第一葛は丁寧に訳してあり、それを利用したために長く  

なったのかもしれない。当時の弥生子は英語の原書を読む際には訳しながら読むのを常としたら  

しい。「夏目先生の思い出」の中で、弥生子はプルフィンチの『伝説の時代』を原書で読んだと  

きのことに触れながら、「毎日日課のようにして読み、読むのみでなく翻訳を始めました。ただ  

読むというだけでははんとうにわからない。翻訳をしてみないと、はんとうに読んだ、わかった  

という気がしないというのが、私の気持ちなのです¢4。」と述べている。また、『シーザーとクレ  

オパトラ』を原書で読んだ一年半後の大正十四年一月二十日の日記に、弥生子は「オヴ［ィ］の  

メタモフォーセスを先によみかけてあったのでまた続ける。これから毎日かきものをしない時に  

はこれを読み続けよう。而してぼつ々々訳して見ようとおもふ㈹。」と記している。この記述か  

らも、当時の弥生子が英語の書物を読む際には訳しながら読んでいたと考えられる。   

弥生子の『シーザーとクレオ・バトラ』はその文学的ないし翻訳的価値を云々するはどのもので  

はないが、彼女が翻案という形でショーのこの作品を紹介しようとした動機には、彼女に『真珠』、  

『大石良雄』、『秀吉と利休』を書かしめた動機と相通じるものがあるという意味では注目してお  

いてよいかもしれない。   

弥生子は『シーザーとクレオパトラ』の冒頭に付した序文の最後で次のように述べている。   

歴史は『時』と『場所』の隔たりに依って人の判断を狂はせ勝ちで、古来の多くの英雄はそ  

のため屡々半神的なものに祭り上げられますが、ショウはその代表的な英雄たるシーザーから  

後光を取り去り、赤裸々の現実な人間として私たちの前に立たせてゐます。それ故此処で見る  

シーザーは政治家としては英国紳士の如く事務家であり、戦場では勇士より計略家であり、個  

人としては虚栄心の強い、子供つぽいところのある、お世辞好きな、滑稽を解する、近代的文  

化人であり、またそれ故にシェイクスピアの描いたシーザーとは、全然別な人格になってゐる  

ことと、言葉の一句一句にショウらしい奇警な皮肉と諷刺が隠されてゐることを見落とさない  

でおいて頂き度いと思ひます¢¢。   

弥生子には史上に名高い人物に題材をとった作品に『真珠』、『大石良雄』、『秀吉と利休』など  

があるが、これらの共通点は神話化された歴史上の人物をわれわれと等身大の人間として描いて  

いることである。拙稿「野上弥生子とド・プー リエンヌー『真珠』と『奈翁賓侍』－」で指摘し  

たように、弥生子は大正十四年九月初めにド・プーリエンヌ著、栗原古城澤『奈翁賓博』（玄貴  

社、大正九年三月十五日）を読み、その第十章の最後でプーリエンヌが小喜劇として紹介してい  

るナポレオンの妻ジョゼフィーヌと故マリー・アントワネットの真珠を巡る秘話に創作欲を刺戟  

される倶旬。九月三日の日記に、弥生子は「ジョセフィンの真珠の話は短いおもしろい諸になると  

おも．ふ朋。」と記している。それからニケ月後に弥生子は『真珠』と題する小品を完成させる。  

それは「心の優しい、素直な、誰にも愛想のよい、快活な婦人であった㈹」ジョゼフィーヌが、  

故マリー・アントワネットの所有していた真珠の首飾りに魅了され、次第に校滑になり、ついに  

は軍事的天才たる夫ナポレオンを巧みに騙し、見事その首飾りを自分のものにするという物語で   
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ある。   

拙稿「野上弥生子と「世界名作大観」（二）－『プルクーク英雄侍』第一・巻－」で見たように、  

『大石良雄』執筆の動機は、大正十五年一月三日、年始の挨拶に訪れた星野日子四郎［当時法政  

大学予科の漢文教師6q］から赤穂浪士の話を聞かされたことであった。その日の日記に、弥生子  

は「伝説上の大石を立派に覆すことが出来る」「興味ある物語である机」と記している。そして、  

岩波文庫版『大石良雄』（昭和十五年九月五日第十一刷改版）の［解題］の中で弥生子はその執  

筆動機について次のように解説している。   

赤穂浪士の復讐の裏面にひそむものに就いて私に語ってくれたのは、故星野日子四郎氏であ  

る。主君の仇を討っと云ふ武士道の徳操を輝した彼等も、皆が皆はじめの決心でゆるぎなく邁  

進したわけではなかった。そこには弛緩もあり、遽巡も生じ、意見の封立も出来た。大石良雄  

その人もまた考へられてゐるよりは違った人物で、生れのよい、善良な弱い人がさうであるや  

うに、引きずるよりは引きずられる傾向にあった。さうして、最後の行動にまで彼を引きずつ  

て行った急進分子と難、純粋な復讐の理念とともに、失職した武士の経済問題があったのだ、  

と云ふ説き方は私の心を打った。私にはその時別な忠臣蔵が出来あがった銅。   

また、「軽井沢清談」と題する谷川徹三．と大島清との鼎談の中で、弥生子は『秀吉と利休』執  

筆の動機を次のように語っている。   

そうですね、私は人間には特別な人は、あり得ないんじゃないかと思ってね、非常に特別な  

行動をなさったとか、特別な偉いことをなさった人はあるけれども、しかしその反面、やはり  

その人はわれわれと同じ人であるべきだということね。それだから豊太閤というと、あがめ奉  

れるだけ上に持ち上げられた人だけれども、それをいっペん自分たちと同じ人間のレベルで考  

えてみたい。そう考えたのと、それから利休というと、茶のはうでははとんど神聖な存在のよ  

うになっていて、いろいろな逸話にしても、あの人のすぐれたことや、見事な行動ばかりを証  

明する。しかしあの人も非常に複雑な、堺の一商人として、ことにあの時代に生きた人として、  

利休にも何人もの利休が、一人の利休のなかにあったんだし、豊太閤のなかにも何人もの秀吉  

があったんだということをね、そのことを摘発してみたいと思って…・銅。   

以上の引用からも明らかなように、弥生子は作家の使命の一つは英雄や偉人として神格化され  

た歴史上の人物を「自分たちと同じ人間のレベルで考えて」見るこ．とであるという信念を持って  

いたようである。したがって、彼女がショーの『シーザーとクレオパトラ』を読んだとき、彼が  

「代表的な英雄たるシーザーから後光を取り去り、赤裸々の現実な人間として私たちの前に立た  

せてゐ」ることを知り、「英雄」に対して自分と同じ視点に立っているショーに共鳴し、機会が  

あればこの作品を何らかの形で紹介してみたいと思っていたのであろう。また、弥生子が大正十  

二年八月にショーの『シーザーとクレオパトラ」を読んだことが、彼女に『真珠』（大正十四年）、  

『大石良雄』（大正十五年）、さらには『秀吉と利休』（昭和三十九年）を書かせる契機の一つになっ  

たのではないだろうか。   
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